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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第57期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第58期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第57期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (千円) 16,093,73315,374,29764,217,206

経常利益 (千円) 318,412 131,2201,255,894

四半期(当期)純利益 (千円) 181,338 101,273 375,720

純資産額 (千円) 11,754,38111,619,25411,545,564

総資産額 (千円) 30,269,69429,111,57829,179,974

１株当たり純資産額 (円) 1,150.821,163.801,156.42

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 17.75 10.14 36.85

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 38.83 39.91 39.57

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △265,187 387,302 850,233

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △571,390 230,772△865,389

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 807,988△610,865△77,339

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 900,846 841,300 834,692

従業員数 (名) 459 450 439

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

　　おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 450　(1,159)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。　

２　臨時従業員数には、パートタイマー及びアルバイトを含んでおります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 250　(617)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。　

２　臨時従業員数には、パートタイマー及びアルバイトを含んでおります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績
 　　 当第１四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

家庭用品 1,675,774 103.3

家庭電気製品 730,545 90.5

インテリア用品 233,037 86.2

カー・レジャー用品 378,047 88.5

ＤＩＹ用品 713,740 107.7

食品 8,510,062 96.7

合計 12,241,205 97.2

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　仕入高は、仕入実績金額に基づいて記載しております。

　

(2) 受注状況

当社グループは主として商品の仕入販売を行っているため、該当事項はありません。

　

(3) 販売実績
 　　 当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 売上高(千円) 前年同四半期比（％）

家庭用品 2,130,961 99.5

家庭電気製品 981,309 89.4

インテリア用品 355,924 91.4

カー・レジャー用品 503,904 88.6

ＤＩＹ用品 920,867 104.1

食品 10,480,961 95.3

その他 371 3.7

合計 15,374,297 95.5

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部の製造業において減産の動きに下げ止まりの

兆しが見られるものの、依然として前連結会計年度に発生した世界的な金融不安により、非常に厳しい状

況が続いております。

　当小売業界におきましては、雇用・所得を取り巻く状況が厳しさを増す中、個人消費は先行き不透明感

から買い控えが進み、消費マインドは大きく低迷いたしました。

　このような状況の中、当社グループは２店舗の閉店をいたしました。

　平成19年３月に新規事業として取り組みを開始した健康スパ事業「メディックスパ」沼津御成橋店を、

昨今の厳しい経済状況もあり平成21年４月に閉店し、業務スーパーの１号店であります業務スーパー長

泉店を他店舗とのエリアの兼ね合いから閉店いたしました。

　

①売上高

　当第１四半期連結会計期間の売上高は153億７千４百万円（前年同期比4.5％減）となりました。

　これは総合ディスカウント店「エスポット」及び業務用食料品販売店「業務スーパー」等の売上高に

ついては堅調に推移したものの、食品スーパーの「ポテト」においては個人消費の落ち込みに加え、競争

環境がますます激化し売上高は苦戦を強いられました。

 

②営業利益

　当第１四半期連結会計期間の営業利益は１億５百万円（前年同期比57.4％減）となりました。

　利益面につきましては、熾烈な価格競争が繰り広げられる消耗戦の中、適正な粗利益率を確保するのが

厳しい状況が続いております。

　粗利益率に合わせた経費のコントロールに努めて参りましたが、粗利益額の減少全てを吸収することは

できませんでした。

 

③経常利益

　当第１四半期連結会計期間の経常利益は１億３千１百万円(前年同期比58.8％減）となりました。

 

④四半期純利益

　当第１四半期連結会計期間の四半期純利益は１億１百万円（前年同期比44.2％減）となりました。法人

税、住民税及び事業税は１億９百万円、法人税等調整額は２千４百万円となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は291億１千１百万円となり、前連結会計年度末に比較して６千

８百万円減少いたしました。

　流動資産は、67億１千７百万円と前連結会計年度末に比較して８千万円増加いたしました。

　固定資産につきましては、遊休土地の売却等によりまして有形固定資産が１億９千９百万円減少したこ

と等により、前連結会計年度末と比較し、１億４千８百万円の減少の223億９千３百万円となりました。

　また、負債につきましては、土地の売却により長期借入金が４億２千４百万円減少したこと等によりま

して、１億４千２百万円減少の174億９千２百万円となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比較して、７千３百万円増加の116億１千９百万円となりました。

　

EDINET提出書類

株式会社マキヤ(E03166)

四半期報告書

 5/29



（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年

度末と比較して６百万円増加し、８億４千１百万円（前年同期比6.6％減）となりました。

　当四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は、次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益は２億３千５百万円、減価償却費２億８百万円等により、たな卸資産の増加

額６千４百万円、法人税等の支払額６千５百万円等があったものの、３億８千７百万円の収入（前年同期

は２億６千５百万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の売却による収入７億７千７百万円、敷金保証金の返還による収入５千３百万円等によ

り、有形固定資産の取得による支出５億７千８百万円等があったものの、２億３千万円の収入（前年同期

は５億７千１百万円の支出）になりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の減少額６千万円、長期借入金の返済による支出４億４千９百万円、配当金の支払額７千４

百万円等により、６億１千万円の支出（前年同期は８億７百万円の収入）となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,128,000

計 35,128,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,540,20010,540,200
ジャスダック
証券取引所

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は100株でありま
す。

計 10,540,20010,540,200― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日　　

－ 10,540,200 － 1,198,310 － 1,076,340

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)　　
普通株式　556,300

－ －

完全議決権株式(その他)
 普通株式

99,814 －
9,981,400

単元未満株式
 普通株式

－ －
2,500

発行済株式総数 10,540,200－ －

総株主の議決権 － 99,814 －

(注)　 １  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式42株が含まれております。

　　   ２　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため記

　　 載することができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しておりま

     す。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 株式会社マキヤ

静岡県沼津市三枚橋
字竹の岬709番地の1

556,300－ 556,300 5.3

計 ― 556,300－ 556,300 5.3

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 ５月 ６月

最高(円) 588 555 548

最低(円) 527 485 496

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

　

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

  なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び

当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務

諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツによる四半期

レビューを受け、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四

半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について

は、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、有限責任監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって監査法人

トーマツから名称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 841,300 834,692

売掛金 380,508 344,682

商品 5,028,961 4,972,814

その他 467,346 485,341

貸倒引当金 △370 △385

流動資産合計 6,717,745 6,637,144

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 8,076,615

※1
 8,191,041

土地 7,976,545 8,617,129

その他（純額） ※1
 853,103

※1
 297,893

有形固定資産合計 16,906,264 17,106,063

無形固定資産 1,172,827 1,075,250

投資その他の資産

敷金及び保証金 3,166,297 3,213,299

その他 1,154,821 1,154,596

貸倒引当金 △6,377 △6,380

投資その他の資産合計 4,314,741 4,361,515

固定資産合計 22,393,833 22,542,829

資産合計 29,111,578 29,179,974

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,952,962 4,886,266

短期借入金 4,204,917 4,289,917

未払法人税等 115,347 71,339

賞与引当金 132,353 107,091

ポイント引当金 99,503 97,240

その他 1,723,359 1,551,760

流動負債合計 11,228,444 11,003,615

固定負債

社債 710,000 710,000

長期借入金 4,034,668 4,459,647

退職給付引当金 615,818 624,908

役員退職慰労引当金 41,649 40,009

その他 861,743 796,229

固定負債合計 6,263,879 6,630,794

負債合計 17,492,323 17,634,409
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(単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,198,310 1,198,310

資本剰余金 1,083,637 1,083,637

利益剰余金 9,651,564 9,625,169

自己株式 △446,013 △446,013

株主資本合計 11,487,498 11,461,103

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 131,756 84,461

評価・換算差額等合計 131,756 84,461

純資産合計 11,619,254 11,545,564

負債純資産合計 29,111,578 29,179,974
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 16,093,733 15,374,297

売上原価 12,564,206 12,185,059

売上総利益 3,529,527 3,189,237

販売費及び一般管理費 ※1
 3,281,929

※1
 3,083,727

営業利益 247,597 105,510

営業外収益

受取利息 2,242 1,436

受取配当金 6,480 5,909

受取家賃 62,258 57,078

その他 64,177 25,580

営業外収益合計 135,159 90,004

営業外費用

支払利息 37,355 37,280

不動産賃貸費用 15,329 15,544

その他 11,659 11,470

営業外費用合計 64,344 64,294

経常利益 318,412 131,220

特別利益

有形固定資産売却益 － 166,502

特別利益合計 － 166,502

特別損失

減損損失 － 62,605

特別損失合計 － 62,605

税金等調整前四半期純利益 318,412 235,117

法人税、住民税及び事業税 14,524 109,081

法人税等調整額 122,548 24,762

法人税等合計 137,073 133,843

四半期純利益 181,338 101,273
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 318,412 235,117

減価償却費 207,316 208,509

減損損失 － 62,605

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,048 △17

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,228 25,262

ポイント引当金の増減額（△は減少） 2,288 2,263

退職給付引当金の増減額（△は減少） △68,395 △9,089

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,340 1,640

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,468 △5,579

受取利息及び受取配当金 △8,723 △7,346

支払利息 37,355 37,280

有形固定資産売却損益（△は益） － △166,502

売上債権の増減額（△は増加） △19,119 △35,825

たな卸資産の増減額（△は増加） △28,327 △64,606

仕入債務の増減額（△は減少） △130,852 66,695

未払消費税等の増減額（△は減少） △56,022 50,706

その他 △239,164 81,552

小計 14,459 482,664

利息及び配当金の受取額 8,723 7,346

利息の支払額 △34,555 △37,635

法人税等の支払額 △253,814 △65,072

営業活動によるキャッシュ・フロー △265,187 387,302

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △711,192 △578,949

有形固定資産の売却による収入 37,000 777,302

有形固定資産の除却による支出 － △20,760

貸付金の回収による収入 2,725 2,500

敷金及び保証金の差入による支出 △18,551 △6,386

敷金及び保証金の回収による収入 130,666 53,387

その他 △12,038 3,677

投資活動によるキャッシュ・フロー △571,390 230,772

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 265,000 △60,000

長期借入れによる収入 1,200,000 －

長期借入金の返済による支出 △571,412 △449,979

リース債務の返済による支出 － △26,007

自己株式の取得による支出 △8,920 －

配当金の支払額 △76,679 △74,878

財務活動によるキャッシュ・フロー 807,988 △610,865

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △601

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28,590 6,608

現金及び現金同等物の期首残高 929,436 834,692

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 900,846

※1
 841,300
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

２　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算出する方法に

よっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定にあたり、加味する加減算項目や税額控除項目を重

要なものに限定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

10,830,857千円 10,710,594千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

　 　

※１　販売費及び一般管理費の主なもの ※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給料手当 1,029,340千円

　賞与引当金繰入額 131,879千円

　退職給付引当金繰入額 7,360千円

　役員退職慰労引当金繰入額 3,489千円

　 　

　 　

　 　

　

　給料手当 973,872千円

　賞与引当金繰入額 132,353千円

　退職給付引当金繰入額 13,497千円

　役員退職慰労引当金繰入額 6,120千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 900,846千円

現金及び現金同等物 900,846千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 841,300千円

現金及び現金同等物 841,300千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,540,200

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 556,342

　

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年５月12日
取締役会

普通株式 利益剰余金 74,878 7.50平成21年３月31日 平成21年６月26日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　該当事項はありません。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

　

　

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

小売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグ
メント資産の金額の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の
記載を省略しております。

　

　当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

小売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグ
メント資産の金額の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の
記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当連結グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該
当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

当連結グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該
当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当連結グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。
　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

当連結グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 1,163円80銭
　

　 　

　 1,156円42銭
　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 11,619,254 11,545,564

普通株式に係る純資産額（千円） 11,619,254 11,545,564

普通株式の発行済株式数（千株） 10,540 10,540

普通株式の自己株式数（千株） 556 556

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数（千株）

9,983 9,983

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

 １株当たり四半期純利益 17円75銭 １株当たり四半期純利益 10円14銭

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　－  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　－

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 181,338 101,273

普通株式に係る四半期純利益(千円) 181,338 101,273

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,213 9,983

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

平成21年５月12日開催の取締役会において、平成21年３月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対

し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

　　　①　配当金の総額　 　　　　　　　　　　　　　　　　 74,878千円

　　　②　１株当りの金額　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 7円50銭

　　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成21年６月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成20年８月５日

株式会社マキヤ

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ 　

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　向　　　眞　生　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　篠　原　孝　広　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社マキヤの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成

20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マキヤ及び連結子会社の平成20年６

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　 報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成21年８月５日

株式会社マキヤ

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　向　　　眞　生　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　篠　原　孝　広　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社マキヤの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マキヤ及び連結子会社の平成21年６

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　 報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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